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多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
こ
れ
ま
で

開
催
さ
れ
た
住
民
説
明
会
や
市
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
で
、
市
民
交

流
の
た
め
の
施
設
の
要
望
が
あ
り
、

庁
舎
に
併
設
す
る
も
の
で
す
。

現
在
の
西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
２
階
大
ホ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
じ

広
さ
を
持
つ
大
ホ
ー
ル
と
、
仕
切

り
に
よ
り
２
部
屋
の
活
用
が
で
き

る
多
目
的
ル
ー
ム
、
湯
沸
室
を
配

置
し
ま
す
。
各
種
総
会
な
ど
の
会

議
、
交
流
事
業
、
講
演
会
な
ど
に

も
利
用
で
き
ま
す
。
利
用
す
る
と

き
に
は
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
完
備

し
た
結
の
ひ
ろ
ば
と
庁
舎
の
両
方

の
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
庁
舎
に
配
置

し
た
授
乳
や
お
む
つ
交
換
、
着
替

え
が
で
き
る
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
も
開

新
庁
舎
基
本
設
計
ま
と
ま
る
②

基
本
設
計
が
ま
と
ま
っ
た
新
庁
舎
建
設
。

月
号
で
は
、
１
階
か
ら
３
階
ま
で
の
平
面
図
と

１２

そ
の
機
能
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
庁
舎
に
併
設
す
る
多
目
的
ホ
ー
ル
や
結
の
ひ
ろ

ゆ
い

ば
な
ど
、
基
本
設
計
で
検
討
さ
れ
た
庁
舎
関
連
の
事
業
や
機
能
の
ほ
か
、
概
算
事
業
費
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
庁
舎

建
設
対
策
室（

・
内
線
１
４
１
２
）ま
で
。

「結のひろば」から正面玄関を望むイメージ

多
目
的
ホ
ー
ル

結
の
ひ
ろ
ば

北
森
駅
移
設

市
民
交
流
の
場
目
指
し

待
合
や
休
憩
の
ほ
か

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
活
用

利
便
性
を
図
る
た
め
に

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議

放
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
安
心
し

て
利
用
で
き
る
交
流
施
設
を
目
指

し
ま
す
。

庁
舎
と
多
目
的
ホ
ー
ル
を
つ
な

ぐ
結
の
ひ
ろ
ば
。
建
物
全
体
の
正

面
玄
関
が
こ
こ
に
あ
り
、
弱
冷
暖

房
の
た
め
、
駅
利
用
の
待
合
室
機

能
だ
け
で
は
な
く
、
庁
舎
や
多
目

的
ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
と
き
の
待

合
・
休
憩
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

壁
面
利
用
・
パ
ネ
ル
設
置
な
ど

に
よ
る
展
示
会
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、

通
学
・
通
勤
時
の
学
習
な
ど
利
用

の
自
由
度
が
高
い
空
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
な
利
用
方
法
は
、

今
後
さ
ら
に
検
討
し
ま
す
。

花
輪
線
各
駅
の
環
境
整
備
は
、

市
交
通
政
策
の
重
要
な
課
題
で
す
。

北
森
駅
の
場
合
は
、
国
道
２
８
２

号
か
ら
の
接
続
の
利
便
性
、
通

勤
・
通
学
の
夜
間
の
安
全
性
確
保

な
ど
が
課
題
で
す
が
、
近
接
す
る

庁
舎
建
設
予
定
地
に
駅
を
移
設
し
、

庁
舎
に
隣
接
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
庁
舎
利
用
の
利
便
性
向
上

を
図
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協

議
を
重
ね
、
現
在
は
移
設
に
よ
る

課
題
や
事
業
費
な
ど
に
つ
い
て
調

査
し
て
い
ま
す
。
移
設
の
実
現
に

向
け
て
、
引
き
続
き
協
議
を
進
め

ま
す
。
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庁
舎
の
冷
暖
房
に
は
、
地
中
熱

を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
地
中
の
温
度

は
、
年
間
を
通
じ
て

～

度
と

１３

１５

一
定
で
あ
り
、
こ
れ
を
熱
源
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
を
高
め
、
少
な
い
電
力

で
温
度
管
理
を
行
い
ま
す
。

庁
舎
建
設
で
は
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、

削
減
し
た
二
酸
化
炭
素
分
の
売
買

に
つ
い
て
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
太
陽
光
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
な
ど
の
利
用
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

庁
舎
内
冷
暖
房

概
算
の
事
業
費

地中熱利用イメージ

地
中
熱
を
利
用
し
て

二
酸
化
炭
素
の
削
減
を

基
本
計
画
よ
り
増
額

総
額
約

億
7
千
万
円

29

今後のスケジュールは？

新庁舎建設基本設計の説明会は、希望に応じ

て２月２８日まで職員が説明に伺います。基本

設計の内容について詳しい説明を聞きたい場合

は、次により申し込みください。

■対象 市民または市内で働いている５人以上

の団体（組織化されていないグループなども可）

当日は、５人以上出席してください。

■開催時間 午前１０時から午後９時までのうち、

２時間以内

■申込方法 団体代表者氏名、連絡先、希望開

催日・時間・場所を電話かＦＡＸ（７５-０４６９）で

市役所庁舎建設対策室まで申し込みください。

日程調整後、随時説明会を行います。

■申込期限 ２月１５日

■持ってくるもの 広報はちまんたい２２年１２月

６日号（№１１７）、２３年１月号（№１１９＝本号）

基本設計説明会を開催します

庁舎建設事業は現在、造成設計と実施設

計を進めています。実施設計を８月に完了

し、２３年度内に事業の認可を受けて、用地

買収と造成工事を計画しています。庁舎本

体の建築は、２４年度から２６年度にかけて実

施し、２６年度中の完成、移転を目指します。

２６年度２５年度２４年度２３年度２２年度

○基本設計

○造成設計

○○実施設計

○事業認可

○用地買収

○造成工事

○○○建築工事

○外構工事

■基本計画・基本設計の事業費・財源の比較
こ
れ
ま
で
お
知
ら
せ
し
た
庁
舎

の
配
置
・
機
能
な
ど
に
よ
る
基
本

設
計
時
点
で
の
概
算
事
業
費
は
２９

億
７
０
０
０
万
円
。
基
本
計
画
策

定
時
よ
り
３
億
９
０
０
０
万
円
も

ほ
ど
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

結
の
ひ
ろ
ば
を
室

内
空
間
と
し
、
弱
冷
暖
房
化
し
た

こ
と

明
る
く
、
人
に
優
し
い
庁

舎
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ

や
そ
の
他
各
部
屋
の
機
能
を
充
実

さ
せ
、
ロ
ビ
ー
空
間
を
広
く
し
た

た
め
、
計
画
面
積
を
上
回
っ
た
こ

と

環
境
に
優
し
い
庁
舎
を
目
指

す
こ
と
か
ら
、
地
中
熱
な
ど
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図

り
、
初
期
導
入
費
が
増
加
し
た
こ

と
、
な
ど
の
点
が
理
由
に
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

た
だ
し
、
左
表
の
と
お
り
、
基

本
計
画
時
に
比
べ
て
事
業
費
に
係

る
市
の
実
質
財
政
負
担
額
を
減
ら

す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
後
の
実
施
設
計
で
も
事
業
費
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
精
査
し
た

上
で
、
市
の
実
質
の
負
担
を
減
ら

し
な
が
ら
、
よ
り
機
能
的
で
、
利

便
性
の
高
い
庁
舎
と
な
る
よ
う
検

討
し
ま
す
。

基本設計基本計画

２０億 ６４６万円１７億６，０４０万円庁舎本体・車庫事
業
費

３億６，９４０万円２億２，５００万円多目的ホール

５億９，４３３万円５億９，３６０万円外構工事、設計など

２９億６，９３３万円２５億７，９００万円全体事業費計

※基本設計の庁舎・多目的ホール事業費は、合算した後、１００万円未

満を切り捨てた上で、全体事業費を算出しています。

※１万円未満四捨五入のため、合計が合わない部分があります。

５億２，５４４万円１０億０，０００万円庁舎建設基金
支
出
財
源

２４億１，０８０万円
（１６億８，７５６万円）

（７億２，３２４万円）

１４億７，９００万円
（１０億３，５３０万円）

（４億４，３７０万円）

合併特例債
（交付税で充てる）

（市の返済分）

３，３１０万円１億０，０００万円一般財源

２９億６，９３４万円２５億７，９００万円合計

５億２，５４４万円１０億０，０００万円庁舎建設基金
実
質
負
担
額

７億２，３２４万円４億４，３７０万円合併特例債返済分

２，４２９万円１，４９０万円
合併特例債
返済分利子

３，３１０万円１億０，０００万円一般財源

１３億 ６０６万円１５億５，８６０万円合計


